
史
料
紹
介

華
頂
阿
弥
陀
堂
丈
六
尊
縁
由

平

祐

史

〔解

題
〕

本
書
は
、
浄
土
宗
総
本
山
知
恩
院
に
所
蔵
す
る
厖
大
な
近
世
文

書
群
中
に
架
蔵
さ
れ
て
い
る
筆
写
本
で
、
た
ま
た
ま
知
恩
院
史
料

編
纂
所
に
お
い
て
、
資
料
整
理
中
に
発
見
し
、
こ
れ
を
飜
刻
し
た

も

の
で
あ
る
。

形
状
は
、
美
濃
版

の
冊
子
本
で
、
縦
二
十
三
セ
ン
チ
、
横
十
六

・
八
セ
ン
チ
、
丁
数
三
十
丁
よ
り
な
る
小
冊
子
で
、
外
題
は

「
華

頂
阿
弥
陀
堂
丈
六
尊
縁
由
」
と
あ
る
が
、
内
題
に
は

「華
頂
阿
弥

陀
堂
丈
六
尊
像
縁
由
」
と
あ
る
。
本
書

の
編
成
は
、
右
の

「華
頂

阿
弥
陀
堂
丈
六
尊
像
縁
由
」
(以
下

『
縁
由
』
と
略
称
)
の
外

に
、

「
人
聞
菩
薩
示
現
記
略
」

(
『示
現
記
略
』

と
略
称
)

が
附
載
さ

れ

て
い
る
。

本
書
の
内
容
は
、
現
知
恩
院
阿
弥
陀
堂
に
安
置
さ
れ
る
丈
六
座

像

の
阿
弥
陀
仏
勧
請
の
由
来
を
記
し
た
も
の
で
、
こ
れ
に
関
与
し

た
知
恩
院
第
三
十
八
世
玄
誉
万
無
、
第
四
十
三
世
応
誉
円
理
、
第

華
頂
阿
弥
陀
堂
丈
六
尊
縁
由

五
十
三
世
麗
誉
順
真
等

の
歴
代
住
職
及
び
義
山

.
忍
澂
等
の
事
蹟

を
紹
介
し
、
近
世
知
恩
院
史
研
究
上
、
阿
弥
陀
堂
の
地
位
を
考
え

る
上
に
貴
重
な
意
味
を
も
つ
史
料
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、

拙
稿

「
知
恩
院
阿
弥
陀
堂
考
」

(鷹
陵
史
学
』
第
八
号
所
収
)
を

参
照
さ
れ
た
い
。

『
縁
由
』
の
著
者
は
、
巻
末
に

「洛
東
獅
谷
金
毛
老
人
門
人

称
阿
澂
運
識
」
と
あ
る
通
り
、
鹿
谷
法
然
院
忍
徴
上
人
の
門
弟
称

阿
澂
運
で
、
後
者
の

『
示
現
記
略
』
は
、
豊
後
国
六
郷
山
当
職
権

律
師
長
偏
の
録
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
本
書
の
成

立
時
期
は
、

『縁
由
』

に

近
頃
華
頂
麗
誉
大
僧
正
弥
陀
丈
六
の
尊
像
造
立
の
御
願
望
あ

り
と
伝

へ
き
玉
て

と
あ
る
か
ら
、
宝
暦
四
年
十
月

に
知
恩
院

へ
入
院
し
た
第
五
十
三

世
麗
誉
順
真
を
指
し
、
さ
ら
に
、

年
々
華
頂
の
気
色

ハ
か
は
ら
ね
と
歳

々
す
め
る
人
は
、
時
と

四
五



と
も
に
う
つ
ろ
ひ
ぬ
れ
ば
、
後
代
に
い
た
り
て
ハ
、
其
由
来

も
さ
た
か
な
ら
さ
る
世
の
な
ら
ひ
な
れ
は
、
其
顛
末
を
し
る

し
を
け
よ
と
山
主
の
命
に
し
た
か
ひ
て
記
録
し
侍
る
。

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
本
書
は
、
麗
誉
順
真
大
僧
正
の
下
命
に

よ

っ
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
と
云
い
得
る
。
従

っ
て
執
筆
の
時
期
は

宝
暦
年
中
、
特
に
宝
暦
十

一
年
が
宗
祖
法
然
上
人
五
百
五
十
回
忌

遠
忌
勅
会
が
厳
修
さ
れ
、
慧
成
大
師
と
加
諡
さ
れ
た
時
期
で
も
あ

る
か
ら
、
丈
六
阿
弥
陀
仏
像
を
加
刻
安
置
す
る
こ
と
は
遠
忌
記
念

事
業
と
し
て
時
期
に
か
な

っ
た
事
業
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
た
ま
た

ま
宝
暦
五
年
よ
り

天
保
三
年

ま
で
の
知
恩
院
諸
雑
事
を

記
し
た

『
便
覧
書
記
』
中
に

「華
頂
阿
弥
陀
堂
丈
六
尊
像
略
記
」
が
所
収

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
こ
れ
は
、
阿
弥
陀
堂
大
位
牌
の

裏

に
鐫

っ
て
書
き
刻
ん
だ
記
録
の
写
と
思
わ
れ
、
先
の

『
縁
由
』

の
文
章
を
さ
ら
に
抄
出
し
て
、
和
漢
混
淆
文
に
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る
。
そ

の
末
尾
に
、

維
時
宝
暦
十

一
年
春
三
月
十
五
日
、
京
都
獅
谷
忍
澂
老
人
遺

弟

称
阿
澂
運
識

と
あ
る
に
よ
り
、更

に
『縁
由
』
附
載
の
『
示
現
記
略
』
の
巻
末
に
、

ハ

ノ

ヲ

宝
暦
十

一
年
辛
已
五
月
、
或
問
二人
聞
菩
薩
化
儀
一予
不
レ得
レ

　
ヲ

カ
ニ

ソ

ヲ

カ

辞

私
竊

抄
二出
託
宣
集
一

聊
加
二愚
案
一云
爾

と
長
偏
律
師
が
識
す
通
り
、
本
書
の
成
立
期
は
、
阿
弥
陀
堂
が
修

復

さ
れ
、
丈
六
阿
弥
陀
仏
が
入
仏
す
る
宝
暦
十
年
十
二
月
二
十
四

四

六

　　
　

日
の
翌
年
宝
暦
十

一
年
の
春
か
ら
夏
に
か
け

て
編
ま
れ
た
も
の
と

す
る
こ
と
が
出
来
る
。
な
お
著
者
の
澂
運
及
び
長
偏
の
経
偏
に
つ

い
て
は
、
現
在
不
明
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
調
査
を
期
し
、
祥
細
を

究
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

最
後
に
本
書
の
史
料
的
価
値
に
つ
い
て
は
、
知
恩
院
の
諸
伽
藍

中
阿
弥
陀
堂
が
浄
土
教
の
根
本
教
義
を
象
徴
す
る
堂
宇
で
あ
る
に

か
か
わ
ら
ず
、
知
恩
院
史
上
極
め
て
低
い
地
位
を
占
め
て
い
る
。

そ
の
こ
と
は
知
恩
院
所
蔵
の
諸
記
録
に
も
殆

ん
ど
現
わ
れ
る
こ
と

は
な
い
。
こ
う
し
た
中
で
、
知
恩
院
阿
弥
陀
堂
の
山
上

(
現
勢
至

堂
前
)
よ
り
現
在
地

へ
の
移
築
の
事
情
や
本
尊
の
変
遷
に
関
す
る

祥
細
な
記
録
を
留
め
て
い
る
の
は
、
実
に
本
書
以
外
に
な
く
、
そ

の
大
概
を
知
る
上
に
貴
重
な

史
料
と

云
え
る
で
あ
ろ
う
し
、

ま

た
、
万
無

・
応
誉
円
理

・
忍
徴

・
義
山

・
麗
誉
順
真
な
ど
の
近
世

中
期
に
活
躍
す
る
僧
た
ち
の
事
蹟
を
知
る
上

で
の
好
史
料
と
な
る

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
知
恩
院
蔵

『便
覧
書
記
』
(
宝
暦
五
年
よ
り
天
保
三
年
)

所
収
の

「華
頂
阿
弥
陀
堂
丈
六
尊
像
略
記
」
を
も
参
考
の
た
め
所

載
し
て
お
い
た
。

註
※

知
恩
院
所
蔵
文
書

『
五
百
五
十
年
御
忌
勝
手
向
日
鑑
』
宝
暦
十
年

十
二
月
二
十
三
日
条
に

二

明
廿
四
日
御
斎
後
、
大
師
御
身
拭
、
并

正
遷
座
八
ツ
時
ミ
た
堂
本
尊
入
仏
供
養
L
と
あ
る
。
拙
稿

「知
恩
院

阿
弥
陀
堂
考
」

(『鷹
陵
史
学
』
八
号
収
所
)
参
照
。



(表
紙
)

本
山
知
恩
院
宝
蔵
中

華
頂
阿
弥
陀
堂
丈
六
尊
縁
由

役
所

華
頂
阿
弥
陥
堂
丈
六
尊
像
縁
由

夫
華
頂
阿
弥
陀
堂
丈
六
尊
像
の
面
輪
世
に
い
は
ゆ
る
八
幡
宮
の

神
刻
に
し
て
、
先
師
忍
澂
老
人
の
伝
持
す
る
所
也

驪

鑷

漣

誑
鍮

諜

現
饗

番

を
尋
る
に
人
皇
五
+
亠ハ
代
清
和
天
皇
貞

観
元
年
四
月
+
吾

和
州
大
安
寺
讐
辮

罧

囓
箏

確

の
辺

う

つ
り

て
百
済
寺
と

号
し
、

次

に
天
帝

の
朝

に
高
市
郡

に
移
し

て

　　
　

大
宮
寺
と
号
し
天
武

の
朝

に
奈
良

に
う

つ
し
て
大

安

寺

と
号

す
、

わ

け

妖

嘆

罐

讖

鞴

齪

ザ
・豊
前
宇
佐
の
庭

詣
て
ま
の
あ
た

り
神
体
を
拝
し
奉
ら
ん
事
を
祈
願
あ
り
て
、

一
夏
九
旬
の
問
、
宮

籠
り
し
昼
は
諸
大
乗
経
を
読
・丶

夜
は
密
呪
を
誦
し
法
蔵
己
に
満

し
、
七
月
十
五
日
の
夜
親
く

神
告
を
蒙
り

王
城

へ
の
ほ
り

給
ふ

に
、
同
秋
八
月
廿
三
日
山
崎
に
寄
宿
あ
り
し
時
ま
た
神
託
あ
り
、

す
な
は
ち
驚
き
た
ち
て
東
西
を
見
給
ふ
に
、
男
山
鴿
峰
の
上
に
光

明
赫
奕
た
り
、
晨
光
凌
き
尋
ね
い
た
る
所
、
実
に
霊
区
た
り
し
か

ハ
、
此
二
事
を
以
て
奏
聞
あ
り
し
に
同
九
月
十
九
日
杢
権
之
充
橘

良
基
勅
を
蒙
り
御
宮
所
致
定
あ
り
、
不
日
に
宝
殿
に
御
造
営
な
し

給

へ
り
、
時
に
行
教
法
師
宇
佐
に
お
ゐ
て
八
幡
大
菩
薩
神
告
の
砌

親
く
法
師
の
袈
裟
の
上
に
示
現
あ
り
し
弥
陀

の
三
尊
を
、
す
な

ハ

ち
袈
裟
に
つ
瓦
ミ
奉
持
あ
り
し
を
、
そ
の
ま

玉
に
て
宝
殿
に
安
置

あ
り
し
と
な
ん
。
籍

雛
講

鰐

簾
濯

難

欝

罅
甕

貌
蕎

蓉
講

鵲
議

蟻
し
さ
れ
は
害

西
大
寺
の
興
正

菩
薩
醗

疆

い
鼈

糶

二の敏

糴

誘
轡

穐
鋤
覈
鶴

鑿

雄
徳
山
に
い
ま
せ
し
時
八
幡
大
菩
薩

の
霊
告

に
よ
り
て
本
地
堂
二

所
建
立
あ
軌

華

は
山
上
の
西
三
昧
堂
是
な
り
獣

駘

其
ニ

ハ
山
趾
に
あ
る
所

の
南
三
昧
堂
是
な
り
。
此

二
所
に
安
奉
せ
る
弥

陀
丈
六
の
尊
豫
同
し
く
八
幡
宮
の
神
刻
な
り
、
又
男
山
太
子
谷
に

握

露

李

堂
あ
軌

堂
内
簍

置
芸

丈
六
の
地
蔵
尊
も
と

も
に
太
神
の
神
刻
な
り
。
瀬
唾
、耨

蛎

罌

謙

靉

糴

欝

鷲

薇

購

糠

籬

雛

籏

墜

妊
錆

然
に
害

天
災
あ
り

華
頂
阿
弥
陀
堂
丈
六
尊
縁
由

四
七



て
、
南
三
昧
堂
の
本
尊
及
ひ
、
か
け
地
の
地
蔵
尊
両
所

の
尊
躯
と

も

に
失
給
ひ
、
た
玉
面
輪
の
ミ
遺
れ
り
。

一
時
先
師
八
幡
に
ま
う

で

昌
玉
蹙

鰉

瀬

蘿

驥

齧

糴

在
信
宿
あ
り
し
に

八
幡
の
当
職
新
善
法
寺
晃
清
僧
正
旧
蔵
た
り
し
故
、
掠
望
あ
り
て

雑
談
の
砌
両
尊
の
興
廃
に
及
ひ
ぬ
。
時
に
先
師
南
三
昧
堂
建
立
の

志
願
を
述
ら
れ
た
る
に
、
僧
正
甚
た
随
喜
あ
り
、
わ
け
て
太
子
堂

地
蔵
尊
加
刻
の
軣
、
懸
望
あ
り
し
に
先
師
速
に
領
掌
あ
り
て
、
京

師

に
帰
り
有
信
の
道
俗
を
勧
誘
し
、
数
月
な
ら
さ
る
に
成
就
し
、

南

三
昧
堂
に
安
奉
し
、
次
て
神
原
氏
を
し
て
、
薩
唾
の
二
脇
士
及

ひ
八
尺
の
四
天
王
の
像
を
彫
刻
し
寄
附
あ
ら
し
む
、
爾
後
先
師
八

幡

に
登
山
あ
り
し
を
晃
清
僧
正
伝

へ
聞
、
歓
喜
踊
躍
し
て
昌
玉
庵

に
来
臨
し
寒
喧
万
福
を
叙
し
早
て
い
は
く
、
今
度
南
三
昧
堂
再
建

且
地
蔵
尊
の
加
刻
剰

へ
左
右
の
脇
士
四
大
天
王
寄
附
の
事
、
謝
す

る
に
こ
と
は
な
く
、

酬
る
に
も
の
な
し
、

さ
れ
は
当
三
昧
堂

の

本
尊
も
天
災
の
後
た
X
面
輪
の
ミ
今
に
宝
蔵
中
に
納
め
置
ぬ
、
こ

れ
ま
た
地
蔵
尊
の
こ
と
く
当
所

ハ
僻
地
に
し
て
、
有
信

の
者
希
な

れ

は
た
と
ひ
幾
箇
の
歳
月
を
ふ
る
と
も
成
就
す
る
事
あ
た

ハ
し
、

幸

に
地
蔵
尊
は
師
の
精
力
を
煩
し
て
古
に
復
し
、
こ
れ
に
す
き
た

る
幸
ひ
あ
る
へ
か
ら
す
。
又
当
三
昧
堂
の
本
尊
も
同
し
く
八
幡
宮

の
神
刻
に
し
て
世
に
稀
な
る
尊
容
な
り
。
然
と
も
こ
れ
ま
た
当
今

只
面
輪
の
ミ
在
せ
り
、
今
回
報
謝
の
た
め
に
贈
寄
す
、
願
は
く

ハ

好
時
節
を
得
て
加
刻
し
念
持
し
給

へ
と
、
老
師
も
お
も
ひ
よ
ら
さ

四
八

り
し
事
な
れ
と
其
志
を
感
し
、
す
な
は
ち
拝
受
し
て
京
に
か
へ
り

獅
谷
の
蔵
中
に
安
奉
し
、
よ
り
て
勧
誘
あ
り

し
か
と
時
機

い
た
ら

さ
る
故
に
や
加
刻
成
就
せ
さ
り
き
。

一
時
大
谷
氏
某
来
り
て
い
へ

ら
く
、
先
妣
の
遺
財
五
十
金
こ
れ
あ
り
、
た
め
に
喜
捨
し
奉
ら
ん
。

願

ハ
加
刻
し
給

へ
と
時
に
先
師
の
い
は
く
近
比
地
蔵
丈
六
の
尊
像

を
加
刻
し
奉
る
に
、
凡
そ
三
百
金
余
に
あ
ら
さ
れ
は
、
其
功
を
全

ふ
し
か
た
し
と
、
爾
し
よ
り
こ
の
か
た
む
な
し
く
蔵
中
に
蔵
め
置

ち
か
こ
ろ

ぬ
る
事
五
十
余
年
、
然
る
に
近
老
華
頂
麗
誉
大
僧
正
弥
陀
丈
六
の

尊
像
造
立
の
御
願
望
あ
り
と
伝

へ
き
玉
て
、
私
に
お
も

へ
ら
く
先

師
所
願
の
こ
と
く
加
刻
し
奉
り
、
南
三
昧
堂

に
安
奉
す
と
も
偏
僻

の
地

な
れ
は
、

瞻
仰
結
縁
の
も
の
多
か
る
ま
し
。

又
昌
玉
庵

の

(
マ
マ
)

住
侶
す
く
な
け
れ
は
非
常
の
守
り
恐
遍
す
く
な
か
ら
す
、
又
東
山

華
頂
に
安
置
せ
は
、
登
山
の
諸
人
拝
謄
し
て
利
益
廣
転
な
ら
ん
。

又
諸
人
拝
謄

の

(
た
よ
り
)
よ
ろ
し
け
れ
は
、
伝

へ
き
け
る
も
の

い
さ
み
す
エ

競
進
み
て
造
費
を
喜
捨
し
尊
像
速
に
成
就
し
給

ハ
ん
。
然
れ
は
諸

人
に
功
徳
を
貯

へ
し
む
る
の
利
益
も
ま
た
す
く
な
か
ら
し
。
是
等

こ

か
く

の
利
益

一
方
な
ら
ね
は

い
た
つ
ら
に
蔵
中

に
峰
閣
せ
ん
よ
り
華

頂

へ
寄
進
し
奉
ら
ん
に

ハ
し
か
し
。
若
尊
像
成
就
し
給

ハ
・
従
来

弥
陀
堂
に
安
置
あ
り
し
尊
像
を
男
山
の
南
三
昧
堂
に
移
し
奉
る
と

き
は
、
双
方
の
所
願
日
時
に
満
足
し
、
先
師
金
毛
老
人
の
所
懐
も

む
な
し
か
ら
し
と
法
然
現
住
知
了
上
人
と
と
も
に
ご
玉
ろ
を
あ
は

せ
て
華
頂
山
主

へ
啓
白
せ
し
に
、
山
主
大
僧
正
歓
喜
す
く
な
か
ら



す
、
即
時
に
両
執
事
八
院
及
ひ
山
内
大
衆

へ
語
計
給

へ
は
、
時
節

到
来
に
や
各

一
同
に
首
肯
随
喜
あ
り
き
、
時
に
山
主
宣
は
く
獅
谷

(
務
)

の
伝
来
分
明
な
れ
と
も
、
八
幡

の
社
官
に
お
ゐ
て
後
来
異
変
な
き

や
う
に
猶
男
山
の
当
職

へ
往
復
あ
り
て
治
定
し
か
る
へ
し
、
さ
あ

れ
は
八
幡
宮
は
当
山
の
鎮
守
な
り
、
彼
山

ハ
大
安
寺
行
教
法
師
太

神

の
神
告
に
ょ
り
て
開
き
給

へ
る
宮
居
な
れ
は
、
本
地
の
尊
像
た

(
マ
マ
因
力
)

か
ひ
に
移
り
か
は
ら
せ
給
ふ
も
、
又
周
縁
な
き
に
あ
ら
す
と
仰
あ

り
き
。
伝

へ
き
く
抑
当
山
の
弥
陀
堂
最
初

ハ
山
上
勢
至
堂
の
前
に

あ

り
し
に
往
時
延
宝
中
当
時
三
十
八
世
玄
誉
万
無
上
人
冀
望
し
給

ひ
け

る

ハ
、
此
地
に
い
ま
す
時

ハ
登
山
の
諸
人
拝
瞻
に
た
よ
り
よ

ろ
し
か
ら
す
、
山
の
半
腹
御
影
堂
の
か
た
は
ら
に
引
移
し
な
は
か

な
ら

ん
と
あ
り
し
か
と
、

時
節
熟

せ
さ
り
し
に
や

成
就
し
給

ハ

す
。
是
に
よ
り
て
後
代
時

い
た
り
て
、
再
建

の
た
め
に
黄
金
三
百

両
遺
嘱
し
給
ふ
。
さ
れ
と
も
時
節

い
た
ら
す
に
し
よ
り
四
代
を
ふ

る

に
再
建
な
か
り
き
。
然
る
に
第
四
十
三
世
応
誉
円
理
上
人
元
禄

中
住
職
ま
し
ま
し
宝
永

の
末
元
祖
大
師
五
百
年
の
忌
辰
に
及
ひ
給

ひ
ぬ
れ
は
、

山
内
修
補
あ
り
し
に
弥
陀
堂
山
上
に

在
り
て
、

他

国

の
諸
人
多
く

ハ
こ
れ
を
し
ら
す
、
然
れ
は
諸
人
登
山
の
砌
り
拝

謄

の
た
め
と
い
ひ
前
住
万
無
上
人
宿
願
の
事
な
れ
は
、
む
な
し
く

沈
閣
す

へ
き

に
あ
ら
す
と
、
す
な
は
ち
遺
金
を
以
今
の
地
に
引
移

し
給

ひ
き
、
爾

の
時
粟
田
口
義
山
和
尚
の
介
紹
に
よ
り
て
和
州
大

安
寺
軈
難
鞴
鶏
薙
蟄

鵠
纜
鵜
職
峨籠

飜
隔

華
頂
阿
弥
陀
堂
丈
六
尊
縁
由

難

聾

貰

に
粲

あ
り
し
御
長
四
尺
許
の
座
像
を
請
紮

古

来
安
置
あ
り
し
五
尺
有
余

の
立
像
は
御
影
堂

の
左
東
の
壇
上
に
安

置
し
給
ひ
ぬ
と
、
古
来

の
立
像

ハ
春
日
仏
師
警
文
会

・
饕
主
勲
の

彫
刻
に
し
て
、
後
光
宝
蓋
宝
座
等

ハ
義
山
和
尚
の
勧
誘
に
て
西
陣

の
川
口
平
三
郎
在
乃
と

い
へ
る
者
荘
厳
す
。
維
時
正
徳
二
年
四
月

+

百

也
と
、
是
等
の
ゆ
へ
あ
れ
は
入
信
院

麓

郎

を
し
て
、

功
徳
主
川
旱

兵
衛

魏

蘿

躑

に
こ
れ
を
告
る
に
小
像
の
大

仏
に
な
ら
せ
給
ふ
は
、有
か
た
き
事
な
り
と
随
喜
す
く
な
か
ら
す
。

又
当
丈
六
本
尊
の
御
事
、
先
師
伝
来

の
縁
故
分
明
な
り
と

い
へ
と

も
六
十
年
の
星
霜

へ
た
り
ぬ
れ
は
、
後
日
の
た
め
獅
谷
よ
り
八
幡

の
当
職

へ
猶
往
復
治
定
あ
る

へ
し
と
、
か
ね
て
山
主
の
仰
あ
り
し

に
ょ
り
て
こ
と
つ
け
に
獅
谷
現
住
知
了
和
尚
役
者
を
使
し
て
申
達

せ
し
に
逐

一
領
掌
あ
り
。
先
年
丈
六
地
蔵
尊

の
加
刻
及
ひ
南
三
昧

堂
の
建
立
の
謝
礼
と
し
て
忍
澂
上
人

へ
寄
与

い
た
し
候
事
は
、
分

明
な
れ
は
獅
谷
の
計
ひ
た
る

へ
き
に
剰

へ
其
地
の
尊
像
を
南
三
昧

が

ん
こ
う

堂

へ
御
寄
附
あ
ら
ん
は
、
是
に
す
く
る
隻
あ
ら
し
と
随
喜
頷
肯
あ

り
し
、
時
に
山
主
宣
ひ
け
る

ハ
、
幸
に
大
谷
氏
為
空
隠
士
先
妣
の

遺
金
五
十
両
喜
捨
あ
る
へ
し
と
、
又
伏
見
前
住
西
光
剛
誉
信
巌
近

藩

鞭

侍
れ
驫

螳
麓

麓

雛

簇
緤
宝
遺
財
亡
物

等
増
道

の
為
に
こ
れ
を
投
捨
し
、
其
余
は
ミ
つ
か
ら
補
ひ
給

ハ
ん

と
、
即
時
に
仏
工
田
中
弘
教
に
命
し
て
加
刻
し
給
ひ
ぬ
。
然
る
に

四
九



京
都
大
坂
有
縁
の
緇
素
伝
へ
聞
て
各
く

志
し
に
随
て
喜
捨
あ
り

し
か

ハ
、
速
に
相
好
円
満
に
成
就
し
給

へ
り
。
こ
れ
に
よ
り
て
須
弥

檀
等
尊
像
に
応
し
て
修
補
あ
り
、
新
に
拝
席
長
床
を
設
け
大
衆
と

乂
も

に
供
養
早
て
永
代
香
華
等
供
養
の
た
め
に
白
銀
三
貫
目
堂
住

に
寄

附
し
給
ひ
ぬ
。
さ
れ
は
別
し
て
当
地
有
縁
の
地
蔵
菩
薩
の
尊

像
当
山
に
い
ま
さ
す
、

こ
れ
に
よ
り
て
山
内
鎮
護
の
た
め
に
新
に

地
蔵
菩
薩
の
尊
像
を
大
僧
正
等
身
に
造
立
あ
り
て
、
堂
内
左
の
壇

上

に
安
奉
し
置
に
助
縁
檀
者
の
牌
を
設
け
あ
り
来
り
し
こ
と
く
、

当
堂
建
立
の
元
本
の
功
徳
主
な
れ
は
万
無
上
人
の
真
影
を
右
の
壇

上

に
安
置
し
、
又
応
誉
円
理
上
人
は
当
堂
再
興
打
懸
准
備

の
主
張

と
い
ひ
、
且
当
寺
大
僧
正
任
官
の
中
興
な
れ
は

儲
鼬

齢

聴

絶
あ
り
し
に
円
理
上
人
宝
永
中
尊
統
法
親
王
御
得
度
ま
し
ま
せ
し
時
戒
師

た
り
し
故
任
官
あ
り
、
且
報
謝
の
た
め
宮
の
御
方
戒
師
の
肖
像
を
御
造
立

励
り

是
ま
た
あ
り
来
り
し
を
幸
に

万
無
上
人
に
次
て
肖
像
を
安

置
す
。
又
四
大
天
王
古
来
須
弥
の
側
ら
に
あ
り
し
か
と
、
衆
徒
の

進
退
に
よ
ろ
し
か
ら
す
ゆ

へ
に
方
に
随
ひ
堂
内

の
四
隅
に
安
置

し
、
更
に
導
師
高
座
の
左
右
に
大
衆
の
拝
床
を
設
、
毎
月
十
五
日

(
マ
マ
)

大
衆
と
倶
に
升
堂
し
諸
尊
を
供
養
し
勤
行
祈
願
あ
り
、
願
文
云

ク
ハ

仰
願

大
悲
主

ノ諸
悪
業
消
滅

ク無
二盗
病
厄
難
一

ヲ

現
存
益
二寿
命
一

無
辺
功
徳
身

ク

レ

ノ

ヲ

永
離
二水
火
災
一

ニ

シ

先
亡
速
解
脱

ノ

擱
山
諸
大
衆

五
〇

メ

ヲ

ヲ
ソ

セ

和

合

受

一一快

楽

一

令

二
法

種

増

長

一

ヒ

メ

ニ

シ
モ

へ

此
世
及
後
生

愛
愍
常
摂
受

右

ハ
地
蔵
本
願
経
属
累
人
天
品
第
十

三
の
所
説
及
ひ
廿
八

種
七
種
利
益
の
取
義
断
章
な
り
し
と

又
従
来
堂
司
こ
れ
な
き
ゆ

へ
晨
昏
の
供
養
な
く
三
面
の
唐
戸
も
ひ

ら
か
さ
れ
は
、
諸
人
拝
瞻
し
か
た
し
。
こ
れ
に
よ
り
て
更
に
堂
司

を
差
置
毎
日
三
面
の
唐
戸
を

開
き
朝
暮
の
供
養
怠
り

な
か
ら
し

む
。
然
る
に
宝
蓋

い
ま
た
備
ら
さ
れ
は
、
更
に
五
十
金
の
造
費
を

投
し
て
五
条
の
仏
工
植
村
宗
而
に
命
し
、
丈
余
の
宝
蓋
を
造
ら
し

め
荘
厳
成
就
し
給
ひ
ぬ
。
年
々
華
頂
の
気
色

ハ
か
は
ら
ね
と
歳
々

す
め
る
人
は
、
時
と
玉
も
に
う

つ
ろ
ひ
ぬ
れ

は
、
後
代
に
い
た
り

て

ハ
其
来
由
も
さ
た
か
な
ら
さ
る
世
の
な
ら
ひ
な
れ
は
、
其
顛
末

を
し
る
し
を
け
よ
と
山
主
の
命
に
し
た
か
ひ
て
記
録
し
侍
る
。
わ

け
て
本
尊

の
面
輪
八
幡
大
菩
薩
の
神
刻
と
称
す
る
事
た
玉
ひ
た
ふ

る
に
応
神
帝
御
在
位
と
の
ミ
思
ひ
な
し
て
、
時
代
な
と
齟
齬
せ
る

や
う
に
諸
人
信
し
か
た
し
。
委
く
そ

の
や
う
を
尋
る
に
八
幡
宮
の

神
刻
な
る
事
う
た
か
ふ
所

に
あ
ら
す
、
ま
の
あ
た
り
こ
れ
を

い
ふ

時
は
、
す
な
は
ち
豊
後
の
国
六
郷
山
人
聞
菩
薩

の
彫
刻
な
り
、
そ

の
人
聞
菩
薩
す
な
は
ち
八
幡
大
菩
薩
な
り
、

ゆ

へ
に
太
神

の
神
刻

と
称
す
。
委
く
は
六
郷
山
の
当
職
権
律
師
長
偏
記
録
せ
る
示
現
記

の
こ
と
し
。
是
等
の
趣
分
明
な
ら
さ
る
ゆ

へ
に
為
空
隠
士
相
知
れ

る
禅
僧
彼
の
地
に
因
縁
あ
れ
は
人
聞
菩
薩
の
事
審
に
せ
ん
事
を
語



り
け
る
に
、
速
に
う
け
ひ
き
し
て
彼
地
に
い
た
り
六
郷
山
に
登
り

数

日
逗
留
し
当
職
の
律
師
よ
り
八
幡
太
神
示
現
記
の
曝
鈔
を
請
ひ

得

て
、
こ
れ
を
為
空
に
よ
す
。
為
空
歓
喜
し
て
こ
れ
を
獅
谷
に
贈

ほ
う
ぶ
い

り
し
故
、
獅
谷
よ
り
速
に
華
頂
に
奉
聞
あ
り
き
、
禅
僧
遠
路
往
来

の
路
費
等
は
為
空
こ
と
く

く
こ
れ
を
弁
し
、
獅
谷
よ
り
又
礼
謝

に
贈
物
な
と
あ
り
し
と
、
隠
士
の
厚
志
ゆ

へ
太
神
と
菩
薩
と
躰
同

名

異
な
る
事
・い
ち
じ
る
し
け
れ
は
、

世
に

称
す
る
事
も

又
む

へ

也
。
そ
の
か
ミ
春
日
仏
師
の
彫
刻
せ
る
を
春
日
明
神
の
神
造
な
り

と

い
へ
る
に
は
同
し
か
ら
す
。

推
古
帝
の
朝
に
南
梁

の
司
馬
達
と

い
へ
る
者
来
朝
せ
し
時
、

タ

ス

ナ

鞍
作
り
の
手
為
名
同
し
く
来
り
て
と
も
に
飛
騨
国
に
居
住
し

相
と
も
に
仏
像
を
安
置
し
て
信
仰
せ
し
か
と
仏
法
い
ま
た
世

に
流
布
せ
さ
り
し
ゆ

へ
、
諸
人

ハ
た
瓦
異
国
の
神
影
な
ら
ん

と
の
ミ
お
も

へ
り
、

手
為
名
の
子
も
と
も
に

工
の
上
手

に

て
、
又
仏
像
を
彫
刻
せ
る
事
妙
な
り
、
仏
法
流
布
し
世
人
仏

像
を
造
立
せ
る
も
の
多
し
、

こ
れ
に
よ
り
て
大
和
春
日
の
辺

に
居
住
し
て
、

盛
り
に
仏
像
を

彫
刻
す
是
を

春
仏
師
と

い

ふ
。
然
る
を
輾
転
し
て
あ
や
ま
り
て
春
日
明
神

の
作
な
り
とア

ダ

い
ひ
、
又
手
為
名
か
子
、
そ
の
く
ひ
す
鳥
に
似
た
る
ゆ
へ
諢

名
し
て
鳥
と
い
ふ
。
然
る
に
諢
名
に
附
言
し
て
化
人
彫
刻
し

酉
の
刻
に
鳥
と
な
り
て
飛
さ
る
。
ゆ

へ
に
化
人
の
彫
刻
せ
る

を
よ
ん
て
鳥
の
作
と
い
へ
る
た
く
ひ
に
ハ
あ
ら
す
。
ま
た
か

ら
も
や
ま
と
も
時
代
に
し
た
か
ひ
て
人
の
名
も
ひ
と
し
か
ら

イ
ク
メ

す
。
神
代

ハ
さ
ら
な
り
。
爾
し
よ
り
後
高
橋
活
目

・
小
野
の

毛
人
、
く
ま
そ

つ
ち
く
も
な
と
当
世

に

ハ
い
す
。
春
日
の
鳥

も
ま
た
か
く
の
こ
と
く
あ
だ
名
に
ハ
あ

ら
し
。
そ
の
か
ミ
堀

川
院
永
長
の
比
、
都
三
条
の
北
壬
生

の
西
に
勧
学
先
生
藤
氏

艤
明

の
黌
舎
に
つ
か
へ
侍
り
ぬ
る
少
婢

名

ハ
す

N
め
と
い
ひ

りし
、
常
に
門
生
の
講
習
せ
る
を
見
聞

し
、
蒙
求
を
そ
ら
ん
し

よ
ミ
し
、
雀
と
い
へ
る
名
に
よ
り
て
、

時
の
諺
に
勧
学
院
の

雀

ハ
蒙
求
を
囀
る
と

い
ひ
し
を
末
の
世
に
い
た
り
て

ハ
、
ま

た
囀
る
と
い
へ
る
こ
と
は
に
よ
り
て
、
実
に
鳥
雀
の
こ
と
く

お
も
ひ
あ
や
り
て
、
市
中
に
舌
耕
の
や
か
ら
巨
山
が
詩
集
鶯

鶴
の
三
光
な
と
附
会
し
侍
る
に
同
し
く
春
日
の
所
名
に
よ
り

て
奇
異
な
る
事
を
と
り
そ

へ
い
ひ
な
せ
と
も
円
鑿
に
方
柄
を

擬
す
る
に
ひ
と
し
く
と
り
あ
は
さ
る
事
な
り
。
八
幡
宮
神
刻

の
事
は
神
託
の
趣
私
の
事
に
あ
ら
ね
は
、
あ
や
し
む
所
に
あ

ら
す
、
し
る

へ
し
。

洛
東
獅
谷
金
毛
老
人
門
人

称
阿
澂
運
識

画

圃

又
八
幡
大
菩
薩
示
現

一
准
な
ら
さ
る
事

相
州
泉
谷
山
浄
光
明
寺

轢

に
在
す
所
の
八
幡
大
菩
薩

僧
形

に
し
て
、
赤
蓮
華
に
座
し
袈
裟
を
か
け
日
輪
を
戴
き
、
手
に
錫
杖

華
頂
阿
弥
陀
堂
丈
六
尊
縁
由

五

一



を
持
ち
給
ふ
。
す
な
は
ち
弘
法
大
師
絵
か
き
給
ひ
し
と
。

又
同
国
南
向
山
補
陀
落
寺

題
言.
に
宝
満
薩

讐

驫

醐

鍵

囑
捻

八
幡
太
神
の
尊
像
あ
り
、
束
帯
し
て
袈
裟
を
か
け
、
手
に
念

珠
を
持
し
宝
冠
の
上
に
日
輪
あ
り
。

獅
子
谷
金
毛
院

騰

鬻

に
黄
檗
独
湛
禅
師
手
製
の

宝
冠
あ
り
、
頂
上
に
弥
陀
の
三
尊
を
安
置
し
輪
相
に
左

の
こ
と
く
手
書
に
て
記
し
お
か
れ
た
り
。

庚
辰
年

四
月
十
五
日
至

庚
辰
十
月
十
五
日
至

豊
後
大
分
由
原
山

九
百
八
十
年
像
重
三

十
八
貫

神
宮
寺
八
幡
菩
薩

観
世
音
菩
薩

南
無
阿
弥
陀
仏

大
勢
至
菩
薩

仁
門
菩
薩

五
二

人
聞
菩
薩
示
現
記
略

ヲ

ト
　ば
ヲ

八
幡
宇
佐
宮
託
宣
集
五
巻

以
三我
名
二
護
国
燒
験
威
力
聯

通
大
自
在
王
菩
薩
一為
二巻
号
一

ノ

光
仁
天
皇
宝
亀
八
年
丁
丑
五
月
十
八
日
神
託

ヲ

ト

リ

ヲ

以

二
明

日

辰
時

一
天
沙

門

土
成

可

レ
受

一二
二
帰

五
戒

一志
、
自

今

已

後

波

ヲ

ス

シ

ノ

ラ
ソ

ノ

禁

二
断

殺

生

一志
弖

可

二
放

生

嚇

但
為

二
国

家

一
爾
有

二
巨

害

之

徒

出

ハ

ノ

ト

ル

来

一
良
牟
時

者

、

不
有

二
此

限

一
須

可
無

二
疑

念

一
志
者

法
蓮
和
尚
旦

養
老
六
年

誰

靖
・
住
一費

鼻

畦
剛
鶴
二
日

ヲ

ニ

ナ
リ

ノ

ト

ノ

想
観
剛迄
二宝
亀
八
年

一者
五
十
八
年
也
、
今
奉
請
為
レ
師
自
二馬
城

ハ

テ

ノ

ニ

峰
一御
在
所
者
南
方
四
五
町
許
去
於
二
此
峰
一御
出
家

霊
髪

玉
冠

せ

ヲ

ノ

ト

リ

ノ

御
髪
剃
筥
等
面

二
成
レ石

一
一
尚
新
謂
二
之

御
出

家
峰
一自
ゴ
此

ノ

ノ

峰
一者
坤
方
十
四
五
町
之
下
山
中
有
二
御
正
覚

座
石
↓
東
西
三
尺

サ

バ

五
寸
南
北
三
尺
五
寸
厚
所
レ見
或
六
寸
余
或
七
寸
許
中
心
入
底

ノ

タ

ノ

ヲ

不
知
之
正
覚
時
代
未
拝
二神
託
等
文
一

ノ

ノ

ニ

ノ

レ

ノ

中
津
尾
之
巽
馬
城
峰
之
下
有
一一
一
高
巌
勝
地
一是
八
幡
大
神
之
行

籤

法
華

金
瞬

箭

人
海
二御
塁

為
二
来
世
覚
者

所
望
者
御
元
山
饌

匙

所
・奮

執
二暑

斛
五
斗
七
か

レ
テ

ニ

ノ

ニ

リ

ヲ

テ

テ

ニ

キ

シ

ヌ

ル

入
レ甕
人
聞
菩
薩
之
御
身
塗
レ油
付
レ
火
度
三
ご
年
一焼
坐
畢
今
号
ニ

ト

レ

ノ

ハ

ノ

ノ

ヲ

ノ

油
執
峰
一者
是
也
過
去
薬
王
菩
薩
為
二
自
身
一立
二
焼
身
之
行
一今

ハ

ニ

ノ

ヲ

之
人
聞
菩
薩
為
二衆
生
一立
ご焼
身
行
一



法
蓮
和
尚

シ

ニ

ノ

続
日
本
紀
三
文
武
天
皇
大
宝
三
年
九
月
癸
丑
施
二僧
法
蓮
豊
前
国

ヲ

ス

ヲ

野

田
十
町
一褒
二医
術
一也

ノ

ニ

同
八
元
正
天
皇
養
老
五
年
六
月
戊
寅
詔
日
沙
門
法
蓮
心
住
二禅
枝
一

ス

ニ

ニ

ス

ノ

ヲ

カ
ナ

キ

ソ

ソ

行
居
二法
梁

一尤
精
二医
術
一済
二治
民
苦
一善
哉
、
若
人
何
不
二褒
賞
一

ノ

ノ

ヲ

其
僧
三
等
以
上
親
賜
二宇
佐
君
姓
一

K

i

弥
勒
寺

号
神
宮
寺

シ

聖
武
天
皇
神
亀
二
年
乙
丑
正
月
廿
七
日
託
宣

ユ

ソ
カ

ノ

ヲ

テ

ノ

ヲ

カ

神
吾
礼
為
レ導
二未
来
悪
世
衆
生
一仁
以
二
薬
師
弥
勒
二
仏
一
天
為
ご我

ト

ス
ル

ト

本
尊
須
理
趣
分
金
剛
般
若
光
明
真
言
所
二念
持
一呂
也
者
神
託
趣
奏
ニ

ス

ヲ

テ

ニ

レ

ヲ

シ

ス

ノ

ト

聞
之
一依
二敕
諚
一被
造
レ寺
安
二置
仏
像
一
号
二
弥
勒

之
禅
院
一
大
菩

薩

臥
麒

瑠

御
願
主
也
在
二菱
私
宮
鐸

佐
髣

日
足
埜

即

ヲ

ヲ

ヲ

鋳

二
懸

鐘

一
口

一高

二
尺

、

寸

又

奉

レ
造

ご
御

堂

一安

二
置

本
尊

一
号

二
薬

ノ

師
霧

黒

髭

堂
大
神
比
藝

建
立
也

醐
趨
麟
塾
噸

ノ

在
二同
農

巳
方
南
懲

之
聾

覊

寺
初
別
当
者
法
蓮
和
尚
大

菩
馨

二如
立採

灘

時
依
二御
約
束
也

ヲ

ノ

同
天
平
十
年
五
月
十
五
日
従
二
日
足
禅
院
一移
来
建
二立
之
一今
弥
勒

ナ
リ

寺
是

也

テ

続
日
本
紀
禰
徳
帝
神
護
景
雲
元
年
九
月
戊
申
朔
乙
丑
始
造
二
八
幡

ノ

へ

比
売
驍

榊
蘿

書

多

葵

者
便
役
二神
寺
幇

険
西
零

・

華
頂
阿
弥
陀
堂
丈
六
尊
縁
由

畢
レ功五

人
同
行

法
蓮

人
聞

華
厳

太
能

覚
満

七
十
余
年
也
、
後
又
七
十

余
年
正
月
十
三
日
庚
午
御
元
西
方
霊
山
移
御
為
来
世
覚
者
行
者

ノ

私
云

灘

饑

諸
神

大
薩

御
発
心
御
修
行
御
出
家
正
覚
霊

ス
ト

ヲ

タ

山
寺
雖
レ表
二釈
迦
如
来
出
世

一
代
之
儀
式

一末
レ有
二
入
涅

槃

之

ノ

ニ

色
一宝
亀
三
年
神
託
日

世
波
雖
レ
替
毛
神

波
不
レ替
須
云
云

ノ

も

ノ

ノ

ノ

な

三
世
常
住
如
来
也
又
釈
迦
入
滅
者
小
乗
之
意
几
夫
之
前
也
大
乗

意
不
レ
然
法
華
経
日
常
在
霊
鷲
山
及
余
諸
住
処
文

霧

日
公
家
怱
聾

府
解

被
・召
法
蓮
礒
儲
乃
至
甜

下
身

後

弥
発
二済
竈

霜

二訪
亡
卒
轢
鏘
焔
縫

舗

懿

護

ヲ

メ

ニ

セ
ソ
カ

ノ

ヲ

ノ

之
生
類
一為

懺
悔

殺
業
罪
障
一五
人
同
行

一
味
同

心
被
レ
修
二放

ノ

生
多

為
二永
翫

夫
菩
馨

移
荏
於
小
岔

欝

富

奉
・崇
ニ

ハ

ヲ

ハ

弥
勒
菩
薩
軸法
蓮
和
尚
於
一一山
本
一奉
崇
二虚
空
蔵
菩
薩
(華
厳
者
於
二

郡
瀬
驚

奉
・崇
二如
意
輪
菩
薩

驀

者
於
二来
縄
郷
奉

・崇
二薬

ヘ

ヲ

ヲ

王
苙
口薩
竃
躰
能
者
於
二
六
郷
山
∵
奉
出
不二
亠楽
師
如
来

一皆
.律
【二
亠立
伽
抽監
云
云

能
行

文
徳
天
皇
斉
衡
二
年
乙
亥
二
月
十
五
日
豊
後
国
六
郷
山
者
昔
八
幡

五
三



テ

ノ

菩
唾
為
二
人
聞
菩
薩
一久
修
練
行
之

峰
也
、

中
北
有
二聖
人
一名
二能

ト

ハ

ノ

行

一俗
姓
宇
佐
氏
豊
前
国
人
也
、
自
二
天
長
二
年
乙
巳
一迄
二斉
衡
ニ

ノ

年

一春
秋
三
十

一
年
星
霜

一
万
余
日
令
レ住
二彼
山
一致
一難

行
苦
行
一

ノ

ヲ

ト

ヲ

ノ

又
摧

二
此

身

一
雖

二
積

レ
功

累

7
徳

未

レ
拝

二
人

聞

菩

薩

一
不
レ
知

二
順

礼

次

ヲ

ニ

ノ

ナ
カ
ッ

ノ

シ

第

一爰
於
二件
山
中
津
波
戸
石
室
一
五
躰
投
地
偏
身
流
レ汗
六
時
懺
法

ス

ノ

ノ

ニ

発
露
涕
泣
第
三
日
之
夜
向
二
四
五
更
之
刻
一異
香
満
レ
室
電
光
耀
レ山

ヲ

ソ

ト

晴

天
之
下
石
室
之
上
顕
二相
好
端
厳
之
粧
一現
二
耆
老
碩
徳
之
僧

一而

テ告

日
ハ

シ

セ
シ

ニ

ナ
リ

ニ

シ

ル
カ

吾
波
是
礼
昔
行
二此
山
一
世
志
行
者

也
、
汝
罪
障
已
滅

機
感
時
至

ニ

レ

ル

ス
ル

ニ

ヲ

ノ

メ

留
加

故

吾

所

二
来

告

一
也
、

修

二
行

此

山

一
須
留
企

有

二
二
路

一
利
始

皇

冨

山
之
石
室
哥

・
至
二肇

.心克
三
郷

雛

賦
黶

西
三

郷

髏

飜

田
者
翫

乃
監

.箋

二
於
此
些

遺
牟
難

者
皆

ノ

ニ

シ

リ

ニ

リ

ノ

是

昔
同
行
知
識
也
、
結
縁
既
淡
志
得
脱
在
レ近
利
為
二
勧
進
人
一
利
、

ノ

ノ

ニ

キ
　

テ

メ

シ
テ

ヘ

ヲ

敷

地

四

至

乃
内

仁

可
レ
令

三
諫

止

二
殺

生

一幾
奈
利
、
又

不

レ
断

二
法

音

一
須

ヲ

ノ

ヲ

メ
ソ

ヲ

ハ

シ
テ

志
手
可
レ
待
二
後

仏

之

出

世
一
志
留
レ跡
女
牟
之
僧
侶
波
護
二持

此

ヲ

キ
え

ヲ

ハ

レ

シ
ノ

峰

一
志
手

可

巡

二
行

聖

跡

一
幾
奈
利
、

吾

波
是

礼
昔

乃
人

聞

菩

薩

弥

ナ
リ
ト

陀

也
者ル

ニ

レ

ノ

ニ

シ

ノ

今
案

此
非
二再
誕
肉
身
之
謂
一曩
者
有
二禅
徒
彦
契
一編
二豊
之

ノ

ノ

ソ

ト

ェ

テ

前
後
州
古
今
僧
伝
十
巻
一題

日
二豊
鐘
善
鳴
録
一刊
既
成
行
二於

ノ

テ

ス

ノ

世

一矣
、
契
初
欲
レ為
二
人
聞
菩
薩
伝

一数
来
捜
二
索
其
行
状
一予

テ

カ

ノ

謂
日
吾
人
聞
菩
薩
者
即
八
幡
太
神
也
非
二分
段
有
相
之
色
質
一

五
四

ル

ヲ

ニ

ロ

ナ
ラ
ソ
ヤ

レ
コ
テ

ル

ヲ

ノ

列
一一此
於
僧
史
一寧
可

乎
、渠
強
而
為
レ
伝
亦
未
レ出
二
於
生
身

ハ

ヲ
ソ

バ

ヲ

之
分
域
嚇恐
使
二読
者

惑
一故
不
レ顧
レ
煩
反
覆
而
弁
レ之
耳
、
宝

メ
ン

ハ

ノ

ヲ

　
ヲ

暦
十

一
年
辛
巳
五
月
或
問
二人
聞
菩
薩
化
儀
↓
予
不
レ得
レ
辞

カ
ニ

ソ

ヲ

カ

私
竊

抄
二出
託
宣
集
一聊
加
二
愚
案

一云
爾

権
律
師
長
偏

圃

圃

華
頂
阿
弥
陀
堂
丈
六
尊
像
略
記

　夫
当
堂
丈
六
尊

ノ
面
輪

ハ
豊
後
国
六
郷
山
人
聞
菩
薩
所
二彫
刻
一ナ

リ
♪
即
八
幡
大
菩
薩
示
現
ナ
リ
故

二
此
ノ
菩
薩
彫
刻
聖
像
ヲ
世

ニ

ノ

モ

八
幡
宮
ノ
神
造
ト
称
ス
、
委

ハ
如
三
ハ
郷
山
示
現
一抑
先
師
獅
谷
忍

ハ

セ
ル

ノ

澂
老
人
所
二以
伝
持
嚇
此
尊
像
原
来
城
州
雄
徳
山
八
幡
宮
本
地
、
南

ノ

ニ

ノ

三
昧
堂
本
尊
也
、然
中
古
南
三
昧
堂
及
太
子
谷
丈
六
地
蔵
尊
於
二
天

ニ

テ

ニ

ス

ニ

災

時

一唯

面

輪

ノ
、・・
残

レ
リ
、
一
時

先

師

詣

二
八

幡

一信

二
宿

昌

玉

庵

一

鑒

鎔

軈

聾

時
二
愈

当
職
鏨

・法
寺
晃
清
僧
正
来
堅
帥

ク

ハ

ン

ノ

セ
ン
つ

ヲ

ニ

ス
ト

ヲ

モ

請
希
当
山
丈
六
地
蔵
尊
像
躯
加
刻
如
レ古
安
置

偏
煩
レ師
恃
頼
尤

ニ

ニ

シ

ヲ

シ

ニ
ソ

シ

シ

ヲ

ク

懇
切
也
。
故
速
領
掌
緇
素
勧
誘
数
月

成
就
建
三
ユ
南

三

昧
堂
一暫

ス

ヲ

テ

ノ

ニ

ノ

ヒ

ノ

安
二置
之
↓
于
時
神
原
氏
由
一師
勧
誘
{
地
蔵
尊

二
脇
士
及
八
尺
四

ノ

ヲ

シ

ス

ヲ

ノ

ニ

シ

ニ

天
王
像
彫
刻
安
二奉
之
一此
故
晃
清
僧
正
歓
喜
踊
躍
来
二臨
昌
玉
庵
{

メ

ク
コ
ノ
タ
ヒ
ノ

ヘ

ノ

ス
ル
ニ

謝
言
這
回

加
刻
及
南
三
昧
堂
造
立
剰
二
脇
士
四
天
王
寄
進
等
謝



ノ

ノ

ス
ア

ユ

ニ
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薩
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十
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